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福祉教育委員会

経済建設委員会 総務環境委員会

災
害
に
強
い
ま
ち
に
す
る

備
蓄
に
力
を
入
れ
る

政策決定にAIを活用する

ま
ち
の
魅
力
の
発
信
方
法

を
分
か
り
や
す
く

区
自
治
会
の
課
題

学
校
の
統
廃
合

副
市
長
二
人
必
要
か 「

の
ら
ざ
あ
」の
課
題
を
解
決
し
て

過
疎
地
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

ど
う
し
て
い
く
の
か

各
施
設
の
屋
根
に
太
陽
光

発
電
を
載
せ
て
は
ど
う
か

自
給
自
足
、
防
災
対
策
に
も

無
農
薬
・
有
機

農
法
・
有
機
農
産

物
の
発
展
を
支
援

し
、
農
家
を
助
け

て
ほ
し
い

若
い
職
員
に
や
り
た
い
こ
と

を
や
ら
せ
ま
し
ょ
う

デ
ジ
田
特
区
に

つ
い
て
、

市
民
に
わ
か
る

よ
う
に
説
明
が

欲
し
い

交
流
促
進
よ
り
「
選
ば
れ
る
」

ま
ち
に
な
る
の
が
先

前向きな情報発信
をしてほしい
YouTube動画の
発信を増やすべき

議員の活動をわかりやすく報告して
ありふれた議会報告はいらない

外の地域、外国の人との
交流から新しい茅野の姿
が見えてくる

子育てと老人福祉を
一緒に考えられないか

空き家を植物工場に、市民が共同で使える場に

駅の商店街に
個人店の誘致
をしてほしい

空き家は「問題」 ではなく

移住者を受け入れるための

「スペース」

欲しい人に対して、 数や場所

がわかりづらい

みんなが（特に子ども）

遊べる場所を

茅野市の魅力になる

地域に根差した分かりやすい教育を

ふ
る
さ
と
納
税
に

高
齢
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
ヨ
ガ
教
室
、

エ
ア
ロ
教
室
な
ど

を

お
金
が
な
い
と

い
わ
れ
る
と

元
気
が
な
く
な
る

新そば祭りの復活
そばを打つ文化を
作り上げる

DXばかりに
固執せずアナログも

ホテルの空き室、

空き家を高齢者（軽介護）の
住居にしたらどうか

市内の道路はなぜカーブが多いのか
道路が凸凹で体調の悪い人には通る
のが負担になっている

行財政改革は、このままの
スピードでは間に合わない
トライ＆エラーで

寒天以外の目玉野菜を
生み出す

のらざあの今までのデータを活用して

効率的に運用してほしい

予約できないときが残念

安全な農産物
を給食に

公共施設に再生
エネルギーを

電車で来た観光客を取りこぼ
しているのではないか
財産区や別荘族とのコラボを
考えよう
海外のインバウンド対応を

少人数学級

介
護
し
て
い
る

家
族
へ
の
支
援

を
も
っ
と
参
加

し
や
す
く
、

相
談
し
や
す
い

も
の
に

高
齢
者
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ

場
づ
く
り
を

認
知
症
カ
フ
ェ
で
、
本
人

主
体
の
取
組
が
で
き
る
場

所
を
い
く
つ
か
作
り
た
い

が
、
そ
う
し
た
相
談
を
す

る
場
所
が
な
いコ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
に

つ
い
て
の
周
知

が
弱
い

積
極
的
に

進
め
て
ほ
し
い

市
民
マ
ラ
ソ
ン
の
復
活

産
後
ケ
ア
の
情
報
を

知
ら
な
い
人
も
い
る

女
性
は
地
元
で
は
な
い

の
で
孤
独
に
な
り
が
ち

ヤング
ケアラー

安全、安心の食生活を
送れるような教育支援を
市民も交えて行う

フリースクール

援
助
と
は
何
か
？
を
考
え
て
ほ
し
い

サブテーマ
まちの魅力（観光）・交流促進・空き家対策・
まちの美観（道路整備）・農業振興・その他 

サブテーマ
福祉・教育・子育て・介護・スポーツ・その他

サブテーマ
行財政改革について・デジタル田園健康特区（デジ田特区）・
ゼロカーボン・公共交通（のらざあ）・その他

R5 年　議会報告・意見交 換会

まん なかに愛のある未 来 会 議
―市議とトーク！ 広く聴きます。あなたのご意見！―

テーマ：茅野市 の施策について
令和 5 年 11 月 14 日 （火）、26 日 （日）開催

いただ いたご意見の一部を紹介
編集：議会広聴部会
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茅野市議会 検索 R5 開催報告

意見交換で出されたご意見や参加者アンケートの
結果は、議会だよりでは紙面の都合上一部の紹介
になりました。
全てのご意見などは、茅野市議会の
ホームページで紹介しています。
ぜひご覧ください。

感想や議会・議員に伝えたい�
こと等� （一部抜粋）

○�このような機会をもっと広く知
らせ、たくさんの市民の方に来
ていただけるようにしていただ
きたいです。

○�別荘地に住む方とお話できて面
白かったです。お金の感覚が
違って。グループ内には移住者
が多かった。地元の女性や親戚
縁者が多い方たちはこのような
席で発言するのは難しいのだと
思います。ＤＸがそのような声
を拾う何かになったらいいなと
思います。

○�個々の市民の声をもっと聞くこ
とを議員自らズクを出してくだ
さい。

　茅野市議会では、市民のみなさんの意見や、要望等を直接お聞きし、政策立案に結び付けることを目的
として議会報告・意見交換会を開催してきました。
　今回は、たくさんの方が参加しやすいように、平日の夜と休日の午前中の 2回に分けて茅野市ひと・
まちプラザで開催し、26 名の市民のみなさんにご参加いただきました。
　メインテーマは『茅野市の施策について』とし、住み続けたいまちであるための未来に向けたアイディ
アをお聴きするため、議会常任委員会（総務環境・経済建設・福祉教育）ごとにサブテーマを設けワーク
ショップ形式で行いました。
　参加された市民のみなさんからは、時間が足りなくなるほどたくさんのご意見を出していただきました。

参加者アンケート結果（一部を紹介します）　参加者 26人　回答者 23人　回答率 88.5％

令 和 5 年  議 会 報 告 ・ 意 見 交 換 会
「  まんなかに愛のある未来会議  」 開 催 報 告

問 7　�今回のような機会があれば、
また参加してみたいと思い
ますか。

茅野市議会のホームページ�
を下にスクロールして�
「議会報告・意見交換会」
「アンケートの結果」を�
クリックしてください。各
年度の報告、いただいたご
意見を見ることができます。

ホームページを活用してみましょう

問1 年　齢
① 10代　0％
　② 20代　0％

③30代
9％

④40代
17％

⑤50代
22％⑥60代

17％

⑦70代
35％

問 5　�これまでに市議会議員と
意見交換を行う場に参加
したことはありますか。

①
初めて
参加する
52％

②
参加した
ことがある
48％

③
覚えていない

0％未記入
0％

④分からない
0％

③参加したく
　ない　0％ ①是非参加したい

78％

②
参加しても
よい
22％



委員会審査・本会議討論
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予
算
決
算
委
員
会�

�

（
３
月
７
日
、
11
日
、
12
日
）

委
員
長　

小
尾　
一
郎

議
案
第
26
号

令
和
５
年
度
茅
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
８
千
４
５
７
万
２

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
６

８
億
５
千
３
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

主
な
補
正
の
内
容
（
歳
出
）

•
職
員
退
職
手
当
１
億
６
千
６
８
２
万
４
千
円

•
プ
レ
ミ
ア
ム
付
生
活
応
援
券
の
発
行
１
億

６
千
２
３
６
万
７
千
円

議
案
第
27
号

令
和
６
年
度
茅
野
市
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
１
億

８
千
万
円
と
す
る
も
の
。

　
反
対
討
論　

　
公
共
交
通
「
の
ら
ざ
あ
」
の
増
車
の
件
で
、

予
約
不
成
立
の
解
消
を
、
８
台
で
最
大
限
の

効
率
運
用
が
な
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。 全会

一致で
可
決

賛成多数
により

可
決

各
委
員
会
に
お
け
る

主
な
議
案
の
審
査

令和6年度重点施策に係る、主な予算の使い道

令和6年3月定例会　　2月22日（木）～3月19日（火）

令和6年度茅野市一般会計予算
301億8000万円 可決・成立 前年度比41億 6000万円の減

安心して快適に暮らせるまち
のらざあ・通学通勤バスの拡充 1 億 5615万円
福祉医療費給付等事業の拡充 4 億 7620万円�
（こどもの福祉医療費給付費の対象者を18歳までに拡充）
諏訪中央病院組合への負担金 6 億 6864万円
防災対策に係る費用 4300 万円

心豊かに学び育ち活躍できるまち
公立保育所の運営に係る費用 16 億 3351万円
私立認定こども園等の支援 6 億 4099万円
小中学校の ICT 教育の推進 1 億 5711万円
物価高騰に対応する給食費への補助金 1300万円

活力と魅力があふれる稼げるまち
八ヶ岳ファンを通じた交流人口・関係人口創出事業 500万円
農産物の販路開拓等推進事業の創設 480 万円
女性起業支援事業 300 万円
メタバースを活用した婚活支援事業 98 万円
レイクリゾート構想の策定 81 万円
森林環境譲与税を活用した民有林の整備 3889 万円
都市部との連携を通じた関係人口の創出・拡大事業 400万円

GX（ゼロカーボン）
ゼロカーボン実現に向けた地球温暖化対策実行
計画の推進 383 万円
公共施設の照明 LED化改修 2 億 8490万円

メタバース ……� 通信ネットワーク上に作成された仮想空間
ICT …… �通信技術を活用したコミュニケーション

都市 OS …… �交通機関、医療、教育などのあらゆるデータを集積・�
分析し、自治体や企業が横断的に活用するための基盤

用語解説
メタバース？ 都市OS？

行財政改革
茅野市の特産品等のプロモーション強化による
ふるさと納税の促進 1億 8725万円
新しい時代に対応する公共施設再編に向けた
市民アンケートの実施 270 万円

DX・アナログの再構築
都市OSを利用した区・自治会の回覧板の電子化や母子
アプリの機能強化等 1 億 1600万円
資格審査、入札、契約事務のオンライン化による入札
関連事務の簡素化 656 万円
デジタル化の妨げとなっているアナログ規制の点検・
見直しの実施 352 万円
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数
近
く
の
現
役
世
代
が
、
そ
の
負
担
を
多
く

受
け
止
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
子
育
て
応

援
や
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
す
市
と

し
て
、
現
役
世
代
に
負
担
を
重
く
す
る
こ
と

は
好
ま
し
い
と
は
言
え
な
い
。

　
来
年
度
か
ら
資
産
割
を
な
く
し
、そ
の
分
を

全
世
帯
に
か
か
る
平
均
割
と
全
加
入
者
に
か

か
る
均
等
割
に
割
り
振
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
子
育
て
応
援
と
し
て
減
免
の
制
度
も
あ

る
が
、制
度
を
外
れ
れ
ば
負
担
は
一
気
に
重
く

な
る
。
子
ど
も
が
多
い
ほ
ど
負
担
が
大
き
く

な
る
の
は
、
市
の
施
策
と
の
整
合
性
が
な
い
。

　
応
能
割
（
各
人
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
賦

課
す
る
も
の
）
と
応
益
割
（
世
帯
や
被
保
険

者
の
人
数
に
対
し
て
賦
課
す
る
も
の
）
の
比

率
が
大
幅
に
変
わ
り
、
応
益
割
が
増
え
て
、

ほ
ぼ
五
分
五
分
に
な
る
。
国
民
健
康
保
険
は
、

社
会
保
障
制
度
で
あ
る
こ
と
は
市
も
認
め
て

い
る
。
応
益
原
則
を
強
く
持
ち
込
む
こ
と
は

社
会
保
障
と
し
て
の
制
度
を
大
き
く
ゆ
が
め

る
こ
と
に
な
る
。
今
回
の
改
定
で
は
、
所
得

割
率
も
引
き
下
げ
て
い
る
。
社
会
保
障
制
度

で
あ
れ
ば
、
所
得
割
の
税
率
も
所
得
階
層
別

に
し
て
、
所
得
に
応
じ
た
保
険
税
の
算
定
方

法
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
課
税
の
割
り

振
り
や
料
率
は
市
が
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
現
役
の
子
育
て
世
代
に
負
担
を
重

く
す
る
よ
う
な
変
更
は
よ
く
な
い
。

　
賛
成
討
論　

　
こ
の
予
算
は
適
正
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。

財
源
の
不
足
を
補
う
た
め
に
国
民
健
康
保
険

税
の
改
正
が
今
回
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
っ

か
り
し
た
財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
こ
の
制

度
は
続
か
な
い
。
法
定
外
の
繰
入
れ
等
を
始

め
る
と
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

住
民
の
方
か
ら
反
対
の
声
が
挙
が
る
。
一
度

法
定
外
の
繰
入
れ
を
し
て
し
ま
う
と
、
歯
止

め
が
利
か
な
く
な
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て

し
ま
う
。

議
案
第
29
号

令
和
６
年
度
茅
野
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
５
千
75
万
１
千
円

と
す
る
も
の
。

議
案
第
30
号

令
和
６
年
度
茅
野
市
水
道
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
水
道
事
業
収
益
13
億
４
千

９
５
９
万
円
、
水
道
事
業
費
用
12
億
１
千
４

４
万
円
、
資
本
的
収
入
３
億
４
千
３
９
０
万

１
千
円
、
資
本
的
支
出
９
億
３
千
77
万
８
千

円
と
す
る
も
の
。

議
案
第
31
号

令
和
６
年
度
茅
野
市
下
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

　
「
の
ら
ざ
あ
」
の
空
白
地
帯
の
人
か
ら
見

る
と
、
こ
の
10
台
の
増
車
は
、
だ
ま
し
打
ち

の
よ
う
で
あ
り
不
誠
実
で
あ
る
。

　
本
町
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
整
備
の
件
は
、

過
去
に
多
く
の
お
金
を
投
資
し
て
い
な
が
ら
、

こ
こ
に
来
て
住
民
合
意
が
不
十
分
だ
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
住
民
合
意
の
な

い
事
業
に
は
不
賛
成
。

　
会
計
年
度
職
員
の
給
料
の
遡
及
の
問
題
、

あ
る
い
は
勤
勉
手
当
の
問
題
、
ま
た
ま
だ
処

遇
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　
国
保
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
が

な
い
。

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
、こ
の
時
期
に
わ
ざ

わ
ざ
専
門
家
が
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
意
見
交

換
を
す
る
こ
と
が
本
当
に
妥
当
な
の
か
疑
問
。

　
事
務
事
業
評
価
が
令
和
４
年
か
ら
止
ま
っ

て
お
り
、
政
策
の
評
価
が
見
え
な
い
。

　
賛
成
討
論　

　
行
財
政
改
革
と
人
材
育
成
、
交
流
拠
点
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
の
構
築
、
さ
ら
に
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
に

よ
る
課
題
解
決
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む

予
算
編
成
が
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
財
政
難
の
中
で
、
財
源
不
足
額
を
何

と
か
13
億
８
千
万
に
抑
え
て
の
予
算
編
成
が

さ
れ
て
い
る
点
は
評
価
に
値
す
る
。

　
公
共
交
通
「
の
ら
ざ
あ
」
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
制
度
に
移
行
し
て
か
ら
ま
だ
２
年
経

っ
て
い
な
い
。
課
題
解
消
に
向
け
て
新
し
い

施
策
を
考
え
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
非
正

規
職
員
の
採
用
・
待
遇
を
適
正
化
す
る
目
的

で
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
臨
時
職
員
と

比
べ
待
遇
改
善
が
さ
れ
て
い
る
。
任
用
に
つ

い
て
は
、
双
方
が
契
約
に
基
づ
き
適
正
に
行

わ
れ
て
お
り
、
労
働
者
が
よ
り
高
額
な
収
入

を
得
よ
う
と
思
え
ば
、
条
件
に
合
っ
た
他
の

企
業
を
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
反
対
理
由
に
は
当
た
ら
な
い
。

議
案
第
28
号

令
和
６
年
度
茅
野
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
57
億
１
千
４
９
５
万
４

千
円
と
す
る
も
の
。

　
反
対
討
論　

　
加
入
者
の
半
数
は
主
に
65
歳
以
上
の
年
金

生
活
者
で
あ
り
所
得
は
多
く
な
い
。
残
る
半

賛成多数
により

可
決

予算決算委員会
（令和 6年度予算を 2日に渡り審査）
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こ
の
議
案
は
、
下
水
道
事
業
収
益
22
億
６

千
８
９
９
万
円
、
下
水
道
事
業
費
用
21
億
１

千
７
４
４
万
円
、
資
本
的
収
入
５
億
７
千
３

万
９
千
円
、
資
本
的
支
出
17
億
５
千
96
万
２

千
円
と
す
る
も
の
。

総
務
環
境
委
員
会
（
３
月
13
日
）

委
員
長　

野
沢　
明
夫

議
案
第
２
号

令
和
５
年
度
永
明
中
学
校

解
体
工
事
の
請
負
契
約
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
永
明
小
学
校
及
び
永
明
中

学
校
の
建
て
替
え
に
伴
い
、
永
明
中
学
校
を

解
体
す
る
た
め
、
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

問
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
や
設
計
変
更
の
可

能
性
は
あ
る
か
。

答
無
い
と
は
言
え
ず
可
能
性
は
あ
る
。

問
が
れ
き
等
の
処
分
先
の
確
認
は
。

答
業
者
が
選
定
す
る
約
束
に
な
っ
て
い
る
。

議
案
第
12
号

茅
野
市
税
条
例
及
び
茅
野
市

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

　
こ
の
議
案
は
、
督
促
手
数
料
の
徴
収
を
廃

止
す
る
た
め
、
条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
。

問
督
促
状
を
出
す
と
い
う
手
続
き
に
変
更

は
な
い
か
。

答
法
令
に
基
づ
き
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う

に
督
促
状
を
出
し
て
い
く
。

議
案
第
21
号

茅
野
市
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
消
防
団
員
の
定
数
を
、
８

６
１
人
か
ら
７
０
０
人
に
変
更
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

問
消
防
団
総
合
計
画
を
実
施
し
な
い
分
団

に
お
い
て
、
出
動
に
支
障
が
あ
る
か
。

答
特
に
支
障
は
な
く
、
計
画
に
則
っ
て
適

正
な
人
員
と
な
っ
て
い
る
。

陳
情
２

国
に
対
し
「
刑
事
訴
訟
法
の

再
審
規
定
（
再
審
法
）
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
陳
情

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

困
っ
て
い
る
人
が
い
る
以
上
、
個
人
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
ず
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
、

再
審
法
改
正
を
国
に
求
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
よ
っ
て
採
択
。

○ 

大
川
原
化
工
機
事
件
、
厚
生
労
働
省
村
木

全会
一致で

可
決

賛成多数
により

採
択

局
長
の
事
件
を
例
に
、
現
実
に
証
拠
の
捏

造
が
あ
り
、
証
拠
の
全
面
開
示
は
再
審
手

続
き
に
お
い
て
重
要
。
ま
た
検
察
官
の
不

服
申
し
立
て
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
に
例

は
な
く
、
禁
止
す
べ
き
と
言
う
趣
旨
は
理

解
で
き
る
。
よ
っ
て
採
択
。

○ 

陳
情
者
の
意
見
は
間
違
い
な
い
も
の
と
感

じ
る
一
方
、
片
方
だ
け
の
意
見
の
説
明
で

全
て
な
の
か
と
の
疑
問
が
あ
り
、
検
察
側

の
意
見
も
聞
く
べ
き
で
あ
り
判
断
が
つ
か

な
い
。

　
反
対
討
論　

　
現
状
の
説
明
と
知
識
で
は
賛
否
を
判
断
で

き
な
い
の
で
不
採
択
。

　
賛
成
討
論　

　
検
察
に
対
し
て
弁
護
側
が
立
ち
向
か
う
の

は
難
し
く
、
正
し
い
裁
判
の
た
め
の
正
確
な

判
断
を
す
る
た
め
に
も
、
陳
情
事
項
２
点
は

ど
う
し
て
も
必
要
と
判
断
し
、
採
択
に
賛
成

と
す
る
。

経
済
建
設
委
員
会
（
３
月
14
日
）

委
員
長　

両
角　
実
晃

議
案
第
３
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
玉
川
小
泉
地
籍
）

　
こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
、宅
地
開
発
に
伴
う
市
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

全会
一致で

可
決

問
奥
の
２
区
画
に
入
る
６
メ
ー
ト
ル
道
路

を
市
道
認
定
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

答
市
道
認
定
を
す
る
に
は
基
準
が
あ
り
、

排
水
の
側
溝
を
付
け
る
と
か
、
路
盤
を

市
道
に
見
合
っ
た
厚
さ
に
す
る
な
ど
、
工
事

費
が
増
す
部
分
が
出
て
く
る
。
業
者
の
判
断

で
、
市
道
認
定
せ
ず
に
売
買
し
た
ほ
う
が
良

い
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

議
案
第
８
号

茅
野
市
白
樺
湖
温
泉
総
合
施

設
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
市
の
行
財
政
改
革
に
よ
り
、

白
樺
湖
温
泉
総
合
施
設
す
ず
ら
ん
の
湯
の
市

営
施
設
と
し
て
の
営
業
を
終
了
す
る
た
め
、

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

全会
一致で

可
決 市道路線の認定（玉川小泉地籍）
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問
こ
れ
ま
で
の
白
樺
湖
温
泉
株
式
会
社
の

未
納
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
指
定
管
理
者
で
あ
る
白
樺
湖
温
泉
株
式

会
社
の
未
納
分
の
家
賃
約
２
千
万
円
は

こ
れ
か
ら
も
返
済
を
求
め
て
い
く
が
、
返
済

が
不
可
能
と
な
れ
ば
、
債
権
放
棄
等
の
選
択

肢
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
協
議
を
し
て
い
く
。

福
祉
教
育
委
員
会
（
３
月
14
日
）

委
員
長　

机　
博
文

議
案
第
15
号

茅
野
市
永
明
社
会
体
育
館

条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
茅
野
市
永
明
社
会
体
育
館

を
設
置
す
る
た
め
に
、
関
係
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

問
永
明
社
会
体
育
館
の
名
称
に
つ
い
て
、

な
ぜ
「
永
明
」
に
な
っ
た
の
か
。

答
永
明
小
中
学
校
に
隣
接
し
て
い
る
社
会

体
育
館
と
い
う
と
こ
ろ
が
一
番
強
い
理

由
。議

案
第
17
号

茅
野
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関

す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
犯
罪
被
害
者
等
が

受
け
た
被
害
の
早
期
回
復
及
び
軽
減
並
び
に

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

犯
罪
被
害
者
等
の
生
活
の
再
建
及
び
権
利
利

益
の
保
護
を
図
り
、
も
っ
て
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
た
め
、
条
例
を
定
め
る
も
の
。

陳
情
１

年
金
制
度
に
お
け
る
外
国
人

へ
の
脱
退
一
時
金
の
是
正
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
陳
情

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

脱
退
一
時
金
を
受
け
取
っ
た
外
国
人
が
年

金
を
も
ら
え
な
い
場
合
、
生
活
保
護
と
な

っ
て
し
ま
う
と
思
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
地

方
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
い

不
採
択
。

○ 

年
金
を
も
ら
え
な
く
な
り
、
生
活
保
護
を

賛成多数
により

採
択

受
け
る
よ
う
に
な
る
と
市
町
村
の
負
担
に

な
っ
て
く
る
。
今
は
こ
の
様
な
事
例
は
な

い
が
、
将
来
心
配
に
な
る
た
め
採
択
。

○ 

国
民
年
金
制
度
は
日
本
国
民
の
た
め
で
あ

り
、
国
籍
が
日
本
で
あ
る
以
上
は
、
国
民

年
金
の
賦
課
さ
れ
る
お
金
は
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
日
本
人
は
海
外
に

移
住
し
て
も
、
一
時
金
を
受
取
れ
な
い
た

め
不
公
平
で
あ
る
。
外
国
人
を
優
遇
す
る

よ
う
な
制
度
は
見
直
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
採
択
。

○ 

地
方
財
政
に
お
い
て
将
来
的
に
影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
制
度
と
い
う
こ
と
に

よ
り
、
正
し
い
制
度
に
導
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
採
択
。

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会�

�

（
３
月
12
日
、
14
日
）

委
員
長　

竹
内　
巧

陳
情
３

茅
野
市
議
会
議
員
の

定
数
削
減
を
求
め
る
陳
情

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 
議
員
一
人
一
人
が
定
数
削
減
に
つ
い
て
前

向
き
な
の
か
後
ろ
向
き
な
の
か
、
そ
れ
を

市
民
に
対
し
て
本
会
議
場
で
明
確
に
示
し

て
い
く
べ
き
。

○ 

同
意
で
き
る
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
議
員

の
質
の
向
上
に
は
定
数
削
減
が
必
須
と
い

賛成多数
により

採
択

う
点
が
現
実
と
違
う
。

○ 

こ
の
陳
情
に
は
陳
情
者
の
主
観
が
強
く
出

て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
の
、「
議
員

定
数
の
削
減
が
議
会
の
機
能
向
上
の
た
め

の
最
善
の
手
法
」
と
い
う
の
が
陳
情
の
趣

旨
と
理
解
す
る
の
で
採
択
。

○ 

陳
情
者
の
願
意
は
「
早
く
定
数
削
減
を
決

め
て
く
れ
」
で
あ
り
、
削
減
数
な
ど
詳
細

な
議
論
は
そ
の
あ
と
の
議
会
に
ゆ
だ
ね
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
議
会
と
し
て
定
数

削
減
の
意
思
を
い
ち
早
く
示
す
た
め
に
も

採
択
。

○ 

せ
っ
か
く
、
定
数
・
報
酬
や
議
会
基
本
条

例
を
含
む
議
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
協

議
・
検
討
を
行
う
た
め
に
設
置
し
た
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
議
論

を
深
め
る
た
め
に
も
継
続
審
査
が
よ
い
。

○ 

こ
の
陳
情
の
審
査
と
、
今
後
の
特
別
委
員

会
の
運
営
と
は
切
り
離
し
て
議
論
を
し
、

陳
情
の
結
論
は
こ
こ
で
出
す
べ
き
。

　
反
対
討
論　

　
陳
情
項
目
の
中
で
、
議
会
改
革
に
つ
い
て

一
部
理
解
で
き
る
部
分
は
あ
る
が
、
ほ
と
ん

ど
納
得
で
き
る
も
の
が
な
い
、
よ
っ
て
不
採

択
。

　
賛
成
討
論　

　
陳
情
内
容
全
て
に
同
意
は
で
き
な
い
が
、

陳
情
者
の
熱
い
思
い
を
受
け
止
め
、
市
側
の

行
財
政
改
革
に
議
会
も
理
解
を
示
す
意
味
で

も
議
員
削
減
の
方
向
で
考
え
る
べ
き
、
よ
っ

て
採
択
。

福祉教育委員会
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３月定例会　賛否が分かれた議決結果
付託委員会　　総務…総務環境　　福祉…福祉教育　　予算…予算決算　　特別…議会活性化特別委員会
○…賛成　　　●…反対　　　退…退席　　　 ※議長は採決には加わりません。

番　
　
号

件　　名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

両
角
　
直
樹

梯
　
　
泰
弘

向
山
　
平
和

佐
々
木
美
智
子

渋
澤
　
　
務

木
村
　
明
美

竹
内
　
　
巧

木
村
か
ほ
り

両
角
　
実
晃

東
城
　
　
源

机
　
　
博
文

小
尾
　
一
郎

樋
口
　
敏
之

野
沢
　
明
夫

伊
藤
　
　
勝

望
月
　
克
治

長
田
　
近
夫

市
長
提
出
議
案

18 茅野市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例について 福祉 可決 ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

27 令和 6年度茅野市一般会計予算について 予算 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

28 令和 6年度茅野市国民健康保険特別会計予
算について 予算 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

陳　
情

1 年金制度における外国人への脱退一時金の
是正を求める意見書の採択を求める陳情 福祉 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

2 国に対し「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の
改正を求める意見書」の提出を求める陳情 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

3 茅野市議会議員の定数削減を求める陳情 特別 可決 ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○

議
員
提
出
議
案

1 意見書案の提出について（年金制度におけ
る外国人への脱退一時金の是正を求める） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

2 意見書案の提出について（刑事訴訟法の再
審規定（再審法）の改正を求める） 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

他の議案については、全会一致により可決されました。

陳情・議員提出議案　議決結果

番　号 表　　題 提出者
採決結果

委員会 本会議

陳情 1 年金制度における外国人への脱退一時金の是正
を求める意見書の採択を求める陳情 小坪　慎也 採択 採択

陳情 2 国に対し「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の
改正を求める意見書」の提出を求める陳情

特急あずさ窃盗冤罪事
件の無実を勝ち取る会

　他１団体
採択 採択

陳情 3 茅野市議会議員の定数削減を求める陳情 前茅野市議会議員
吉田　基之 採択 採択

議員提出議案
議第 1号

意見書案の提出について（年金制度における外
国人への脱退一時金の是正を求める）

茅野市議会議員
机　　博文
梯　　泰弘
木村　明美
小尾　一郎
長田　近夫

可決

議員提出議案
議第 2号

意見書案の提出について（刑事訴訟法の再審規定
（再審法）の改正を求める）

茅野市議会議員
望月　克治
木村かほり
野沢　明夫

 可決
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茅野市の課題を問う !

3 月定例会一般質問通告一覧 ①
 一般質問における実際のやりとり、市側の答弁については、記載のQRコードから動画でご覧いただけます。

件　　　名 小項目・動画 QR コード

佐
々
木
　
美
智
子

1 公共交通のグランドデザインを考
える

（1） このタイミングでグランドデザインを再構築することについて
（2） グランドデザインの具現化について
（3） ハブ＆スポークの実現について

　2 「若者に選ばれるまち」の実現に向けて

（1） 先端技術を活用した戦略の進捗状況について
（2） 「若者に選ばれるまち」の実現に向けた要素となる事業の成果につ

いて
（3） 今後の事業展開と構想について

両
角
　
直
樹

3 大規模地震災害時における対応に
ついて

　

（1） 大規模地震を想定した訓練の実施について
（2） 災害弱者に対応する福祉避難所について
（3） 基本避難所の環境、特にトイレ及び車中泊等への対応について
（4） ライフライン（上・下水道管）の耐震化について

4 市職員の採用状況と職場環境につ
いて

（1） 市職員の採用の現状について
（2） 技術職の採用状況と勤務環境について
（3） 保育士の採用状況と勤務環境について
（4） 地方自治体職員のなり手不足への対応について

両
角
　
実
晃

5 （株）ディスコ第二工場立地について

（1） （株）ディスコ第二工場立地に伴う市のメリットについて
（2） 市としての対応について
（3） 地元区との協力体制について

　6 茅野駅周辺の活性化に向けたエリ
アマネジメントの導入について

（1） 令和 5年度ベルビア活性化推進調査の結果について
（2） エリアマネジメント手法の導入について
（3） 今後の事業展開における運営主体について

東
城
　
源

7 能登半島地震を教訓とした、今後
の防災・減災対策について

　

（1） 市が行った被災地への支援は
（2） この地震から得た教訓は
（3） 防災・減災に関わる今後の取組について

渋
澤
　
務

8 茅野市における震災想定と対策に
ついて

（1） 茅野市で被害をもたらすと想定される地震について
（2） 被害想定について
（3） 震災対策の取組について

　9 通学路の安全対策について

（1） 交通事故対策について
（2） 不審者対策について
（3） 災害対策について
（4） 遠距離通学について

木
村
　
明
美

10 環境館閉館に伴う今後の事業につ
いて

　

（1） 事業継続の方向性について

11 学習において困難を感じる子ども
達の対応について

（1） LD等通級指導教室について
（2） 学習に困難を感じている子ども達、家庭への学校の対応について
（3） 地域で育てる子育て支援について

梯
　
泰
弘

12 災害発生時における広域連携につ
いて

（1） 予見される大規模災害及びインフラ不全への備えについて
（2） 自助・共助・公助それぞれの役割について
（3） 防災に関する他地域との連携について　

　13 業務におけるAI 等の活用状況に
ついて

（1） 業務におけるAI 等の活用状況について
（2） AI 等活用におけるルールづくりについて
（3） デジタル人材育成について
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件　　　名 小項目・動画 QR コード

伊
藤
　
勝

14 学校給食について

　

（1） 学校給食（自校給食）の意義は
（2） 学校給食の地産地消の現状と課題は
（3） 課題があるとすれば、その改善点は
（4） 令和 6年度以降の給食費の保護者負担の考えは　

15 環境館について （1） 廃止の経緯は　　　（2） 市民合意はなされているか
（3） 理念の継承はどうなっているのか

野
沢
　
明
夫

16 行財政改革の基本的考え方につい
て

（1） 10 地区の範囲の変更
（2） 前提となる数値予想と相対的判断基準
（3） 採算性と受益者負担
（4） 市民協議と最終決定の基準および方法
（5） 改革効果の指標

　
17 市職員体制について

（1） 職員定数管理と適正配置の実践的方法は
（2） 中途退職者の増加の原因分析及び対策は
（3） 職員の業務への取組と達成の評価者とその基準は

竹
内
　
巧

18 上下水道事業推進に必要な技術職
員の確保について

　

（1） 技術職の希望者が少ない原因分析について
（2） 希望者が少ない原因の打開策と、技術職員確保に向けた取組について
（3） 事務職員による技術系業務のサポートについて
（4） DX化による技術職員が担う業務の負担軽減策について

19 区・自治会の存在意義について

（1） 「区・自治会の役員等の負担軽減・担い手不足への対応について」
の中で取り上げる、区・自治会の在り方検討について

（2） 入区率が低下することによる弊害について
（3） 入区・入会の勧誘時の納得感ある説明について
（4） 入区・入会を勧誘する担い手について

小
尾
　
一
郎

20 政策・施策・事業・構想と説明責
任について

（1） 説明責任についての市の見解について
（2） キャッシュレス化について
（3） 地域通貨について
（4） ポイント制について
（5） 若者に選ばれるまちについて

　

机
　
博
文

21 移住施策の現状と今後の展開につ
いて

　

（1） 移住促進対策の取組状況と課題について
（2） 移住希望者と既移住者等との連携・交流について
（3） 空き家等の利活用における取組・制度について
（4） 将来を見据えた今後の戦略について

向
山
　
平
和

22 特定検診について

（1） 受診率について
（2） 受診率を上げるための対策について
（3） 高血圧対策での効果は
（4） 前立腺肥大の現状について
（5） 前立腺の検査を特定検診に追加することについて

　
23 用途地域内の耕作放棄地について

（1） 耕作放棄地を把握していますか
（2） 今後の耕作放棄地の見込みについて
（3） 耕作放棄地対策について
（4） 耕作放棄地に対する条例の制定について

木
村
　
か
ほ
り

24 茅野市職員のハラスメント防止の
取組について

　

（1） 相談体制について　　　　　　　　（2） 対応について
（3） 職員への周知の状況について　　　（4） 研修について

25 親子交流（面会交流）や養育費等、
離婚前後の相談体制について

（1） 離婚前後の相談の現状について
（2） 周知、研修の取組について
（3） 今後の取組について

望
月
　
克
治

26 会計年度任用職員の処遇改善につ
いて

（1） 会計年度任用職員の区分別の人数と年齢構成及びそれぞれの男女比
率はどうなっていますか

（2） 報酬の規定はどのように決まっていますか
（3） 勤勉手当は支給されていますか

　
27 デジタル田園健康特区の取組につ

いて

（1） デジタル田園健康特区の指定時に目指していた事業の現状はどうな
っていますか

（2） 12 月の一般質問時に説明された6事業の経過はどうなっていますか
（3） 特区事業として新たに進んでいるものはありますか

3 月定例会一般質問通告一覧 ②
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0266―72―2101　

FAX
0266―73―7936　

https://w
w
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.city.chino.lg.jp/site/chino-cc/

6 月定例会本会議予定
5 月 28日（火）　開会、提案説明、先議案件採決
6月   4 日（火）　議案質疑、委員会付託
6月   6 日（木）　一般質問
6月   7 日（金）　一般質問
6月 10日（月）　一般質問
6月 11日（火）　常任委員会
6月 12日（水）　常任委員会
6月 18日（火）　委員長報告、採決、閉会
※ 上記は予定です。変更される可能性もあります。 
詳しくは議会ホームページでご確認ください。

みなさんもぜひ傍聴にお越しください！

市議会の本会議及び各常任委員会は誰でも傍聴ができま

す。予約の必要はありません。

本会議の傍聴を希望される方は、直接議会棟 3階まで

お越しください。事務局への連絡は不要です。

なお、常任委員会の傍聴をご希望の方は、事前に議会事

務局までご連絡ください。

前列左より
竹内　巧 委員長　  伊藤　勝 副委員長

後列左より
梯　泰弘 委員　 机　博文 委員　 矢島正恒 委員
長田近夫 委員　 望月克治 委員　 両角直樹 委員

特別委員会設置にあたり� 議会活性化特別委員会　委員長　竹内　巧
　議会の改革や活性化に向けては、これまでも不断の努力を重ねてきたところであり、令和5年
の改選前においても、任意の形で議会活性化委員会を立ち上げ、定数と報酬、議会基本条例につ
いて検討を重ねてきました。しかしながら、いずれも合意形成に至らず、改選後の議会にゆだね
ることとなりました。
　こうした流れを受け、令和6年3月議会において議会活性化特別委員会が設置され、定数・報
酬や議会基本条例の制定をはじめとする議会活性化を推進することとなりました。
　投票率の低下や無投票の動きを背景に、議員定数を論ずる声が上がるなど、市民の関心も高ま
りつつあります。茅野市議会の在るべき姿を一から見直し、そのために何をどうするのか、市民
は何を求めているのかを、丁寧に、且つスピード感をもって把握し、議論し、形にしていきます。
　市民の皆様のお力をお借りする場面も出てまいりますが、ご協力を宜しくお願い申し上げます。

議会トピックス 議会活性化特別委員会 設置

ちの市議会だより第50号は、9月1日発行予定です。
　議会活性化の進捗、令和 6年 6月定例会、常任委員会正副委員長改選　他

議場で行われる本会議は、上記日程に合わせてビーナチャンネル（茅野市コミュニティ放送）
とインターネットでライブ中継を行います。テレビで、ネットで、ぜひご覧ください。
また、本会議や一般質問等の録画映像は、後日議会ホームページで配信します。
詳しくは議会ホームページをご確認ください。

議場で行われる本会議は、
ビーナチャンネルとインターネットでご視聴いただけます。

録 画 映 像
ＱＲコード

茅野市議会 検索




